
 

 

２０２０年度町田市介護保険事業計画・高齢者福祉計画審議会 

（保険料算定検討部会）の開催結果について（報告） 

  

日時 2020 年 8 月 26 日（水）18：30～20：00 

会場 市庁舎 3階 会議室 3－1 

報告 

（１）第 7 期町田市介護保険事業計画における 2019 年度総事業費等について 

第１号被保険者数、認定者数、受給者数 
 2018 年度※１ 2019 年度※１ 増減比較 

第 1 号被保険者数 113,483 人 114,453 人 970 人 

高齢化率 26.61  ％ 26.80  ％ 0.19 ｐ 

認定者数 20,873 人 21,615 人 742 人 

受
給
者 

居宅サービス 12,381 人 12,937 人 556 人 

地域密着型サービス 2,429 人 2,499 人 70 人 

施設サービス※２ 2,896 人 2,935 人 39 人 

※1 基準日：10 月 1 日     ※2 施設は、同一月に複数の施設を受けた場合、1 人として計算 
 
  2019 年 10 月（計画値） 2019 年 10 月（実績） 増減比較（対計画値） 

高齢者人口 114,885 人 114,994 人 109 人 

高齢化率 26.7 ％ 26.8 ％ 0.1 ｐ 

認定者数 21,623 人 21,615 人 -8 人 
 
 

総事業費 

項目 

2019 年度 

計画値 実績値 差 対計画値 

ａ ｂ ＝ｂ－ａ ＝ｂ/a 

介護保険サービス … ① 28,853,569,000 27,414,959,510 ▲ 1,438,609,490 95.0% 

  居宅サービス 13,267,029,000 12,731,919,496 ▲ 535,109,504 96.0% 

  地域密着型サービス 3,731,030,000 3,377,719,049 ▲ 353,310,951 90.5% 

  施設サービス 10,251,238,000 9,719,859,327 ▲ 531,378,673 94.8% 

  居宅介護支援 1,604,272,000 1,585,461,638 ▲ 18,810,362 98.8% 

介護予防サービス … ② 525,588,000 587,581,828 61,993,828 111.8% 

  介護予防サービス 453,405,000 493,735,826 40,330,826 108.9% 

  地域密着型介護予防サービス 6,978,000 5,638,951 ▲ 1,339,049 80.8% 

  介護予防支援 65,205,000 88,207,051 23,002,051 135.3% 

総給付費 … Ａ ＝ ① ＋ ② 29,379,157,000 28,002,541,338 ▲ 1,376,615,662 95.3% 

その他経費 … Ｂ 2,039,293,000 1,854,730,059 ▲ 184,562,941 90.9% 

標準給付費 … Ｃ ＝ Ａ ＋ Ｂ 31,418,450,000 29,857,271,397 ▲ 1,561,178,603 95.0% 

地域支援事業費 … Ｄ 2,013,833,000 1,701,218,064 ▲ 312,614,936 84.5% 

総事業費 … ＝ Ｃ ＋ Ｄ 33,432,283,000 31,558,489,461 ▲ 1,873,793,539 94.4% 

 

＜審議会委員からの主なご意見等＞ 

・サービスごとの増減が分かるよう示していただきたい。（資料 3 参照） 

・居宅療養管理指導は、訪問診療をしていても算定していない先生が多いため、給付

実績だけで現状を把握することは難しいと思う。 

・地域密着型サービスの対計画値実績が低い要因に、事業採算性や人材確保の問題

があるのであれば、何か対応しなければいけないと思う。 

資料２ 



議題 

（１）介護サービスの基盤整備について 

主な介護保険サービス基盤整備の方向性は以下のとおり。 
サービス種別 第８期における整備の方向性 

定期巡回・随時対応型 
訪問介護看護 

第 7 期の公募状況やサービス稼働状況等を踏まえ、施設数増加の整備
目標は設定しない。ただし、事業者からの相談に積極的に対応していく。 

（看護）小規模多機能型 
居宅介護 

第 7 期の公募状況やサービス稼働率等を踏まえ、施設数増加の整備目
標は設定しない。ただし、事業者からの相談に積極的に対応していく。 

認知症高齢者 
グループホーム 

サービス利用状況や整備率等を総合的に勘案し、新規整備は行わない
こととする。 

特別養護老人ホーム 

整備率・待機期間 1 年未満新規市民入所率等を総合的に勘案し、新規
での整備は行わないこととする。ただし、既存施設の老朽化による改築
や、改築に伴う定員増等については、相談に応じることとする。また、併
設の短期入所生活介護定員の一部を特別養護老人ホーム定員へ転換
することについては、短期入所生活介護定員が特別養護老人ホーム定
員に対し１割以上確保できることを要件として相談に応じることとする。 

介護老人保健施設 サービス稼働率等を総合的に勘案し、新規整備は行わないこととする。 

 

＜審議会委員からの主なご意見等＞ 

・ショートステイ定員の特養定員への転換により、ショートステイの供給量が不足しないよ

う注意していただきたい。 

・認知症対応型通所介護は､費用が高いため一般の通所介護を希望される方が多いこ

とや、人材確保等の運営上の課題もあり、利用率を上昇させることは困難である。 

（２）第 8 期（2021～2023 年度）の介護保険料決定プロセスについて 

介護保険料の決定プロセス 
 

 
介護保険料の増減要因 

増額 
要因 

利用者等の増加(高齢者人口、認定者数の伸びに伴う給付費の増加) 
施設等の増加(特別養護老人ホームの増床) 
介護報酬改定(2021 年 4 月の介護報酬改定（増改定の場合）)  

減額 
要因 

介護保険法改正(高額介護サービス費の上限変更、食費・居住費の助成における負担限度
額、預貯金等の基準の見直し）  
介護報酬改定（2021 年 4 月の介護報酬改定（減改定の場合））   

 

＜審議会委員からの主なご意見等＞ 

・保険料算定にあたっては、高齢者人口だけでなく、独居高齢者の増加など、世帯構

成員の変化も踏まえるべきである。 

・団塊の世代が高齢化し、生産年齢人口が減っていく中で、団塊の世代にポイントを当

てて、医療費や介護サービスの事業費を抑えていく必要がある。 

STEP1 人口推計  3 年間の町田市の総人口・高齢者人口を推計します。 

 

  

STEP2 認定者推計  3 年間の認定者数を推計します。 

 

  

STEP3 総事業費の見込み  

3 年間の給付サービス等に必要な費用を推計します。 
(各給付サービス･地域支援事業費の推計､制度改正等の影響等) 

 

  

STEP４ 介護保険料算出  各推計を基に、一月当たりの介護保険料基準額を算出します。 

 

  

パブリックコメント  市民に対し、パブリックコメントを実施します。 

 

  

最終推計  

2020 年度上半期の実績（認定者数・給付実績）を考慮した上で、
STEP1～4 を再度実施します。 

 


